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令和８年第２回定例会 

一般質問通告一覧表 

 

令和８年６月１４日   

通告順 質問議員 質     問    事    項 時間 備 考 

１ 
２番 

加藤  修 
① 中田丸の村作りのスローガンは 30分 

午前 9:00 

～ 9:30 

２ 
９番 

松田 悦郎 

① 社会福祉センター整備の反応は 

② 日野川右岸道路工事の経過は 
30分 

午前 9:30 

～10:00 

３ 
１番 

斉田 光門 
① 副村長就任後の行政体制は 30分 

午前 10:00 

～10:30 

休憩(20分) 

４ 
６番 

石原 浩明 
① 空調作業服の購入費補助を 30分 

午前 10:50 

～11:20 

５ 
５番 

前田 昇 
① 村総合計画の見直しと村民参画 30分 

午前 11:20 

～11:50 

昼食 

６ 
４番 

長谷川康弘 
① ひえづ村づくり公社の状況は 30分 

午後 1:00 

～1:30 

７ 
７番 

河中 博子 
① 福祉の村ひえづで笑顔づくりを 30分 

午後 1:30 

～2:00 

休憩(15分) 

８ 
３番 

江田 加代 
① 居宅介護事業所に支援を 30分 

午後 2:15 

～2:45 

９ 
８番 

橋井 満義 

① 旧うなばら荘の再開はいつか 

② 海浜公園の事業発注の実態は 
30分 

午後 2:45 

～3:15 

 

 



ホームページ公開用 

 一 般 質 問 通 告 書  

１．加藤修議員（２番）                                   (通告予定時間 ３０ 分  ) 

質 問 事 項 
要     旨 

（具体的に記入してください。） 
答 弁 

①中田丸の村作りスローガン

は 

１．中田村長が目指す村作りは 

２．柱となる事業のスローガンは 

村長 

 

  



ホームページ公開用 

 一 般 質 問 通 告 書  

２．松田悦郎議員（９番）                                   (通告予定時間 ３０ 分  ) 

質 問 事 項 
要     旨 

（具体的に記入してください。） 
答 弁 

①社会福祉センター整備の反

応は 

 国の補助金を活用しながら社会福祉センターやデイサービスセンター・トレーニングルーム

が修繕や改修され、介護予防や地域支え合いの拠点とした。 

 また、６５歳以上を対象に、新たにフィットネスジムを整備され、３月２８日にはオープニ

ングイベントを開催し、リニューアルした社会福祉センターとなった。 

 その後、新しい社会福祉センターやライオンハートとなり多くの村民の方が利用されている

と思うが、村民の反応について伺う。 

村長 

②日野川右岸道路工事の経過

は 

 日野川右岸道路は、令和８年度に土地買収を行い、令和１０年度に事業完了し、開通と言わ

れている。 

 現状を見れば、２０％程度しか工事が進んでないように見える。 

 日野川右岸道路工事完了時のイメージからすれば、現在は５０％程度進んでいないといけな

いと思うが、今後の工事経過について具体的に説明されたい。 

村長 
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 一 般 質 問 通 告 書  

３．斉田光門議員（１番）                                   (通告予定時間 ３０ 分  ) 

質 問 事 項 
要     旨 

（具体的に記入してください。） 
答 弁 

①副村長就任後の行政体制は 昨年４月に副村長が選任されてから１年間が経過しています。 

この１年の間に国道 431 号沿道に複数の商業施設がオープン、箕蚊屋中学校が米子市立へ、

第 1 期海浜運動公園再整備事業のリニューアルオープンや更に新鮮市場内に特産品の販売等

「ひえづマルシェ」もオープンし、日吉津村は活気あふれる村として村外の方々からも注目さ

れているところです。 

新規事業を継続する際、事業の維持や管理が重要視されます。指定管理など利用しています

が、副村長の指示、指導、アドバイスは不可欠であります。  

今後は、第 2 期海浜運動公園再整備事業や進展されない「旧うなばら荘」など期待されると

ころです。副村長に対する現状と今後について質問します。 

 ①副村長の選任理由と役割は。 

 ②就任後、行政体制はどう変化したか。 

 ③現状と今後の取組みは。 

村長 
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 一 般 質 問 通 告 書  

４．石原浩明議員（６番）                                   (通告予定時間 ３０ 分  ) 

質 問 事 項 
要     旨 

（具体的に記入してください。） 
答 弁 

①空調作業服の購入費補助を  年々厳しくなる猛暑の中、屋外で作業をされる農業者のために、冷却機能付き作業服の購入

費を補助してはどうか。 

 また農機具修理などへの補助については、昨年９月議会では、他の自治体の事例を研究する

ということだったが、その結果はどうだったか。 

村長 
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 一 般 質 問 通 告 書  

５．前田昇議員（５番）                                   (通告予定時間 ３０ 分  ) 

質 問 事 項 
要     旨 

（具体的に記入してください。） 
答 弁 

①村総合計画の見直しと村民

参画 

 村における最上位に位置する計画「第７次総合計画」の見直しがなされた。 

総合計画は、村の今後の施策の基本方針を示すものであり、１０年間にわたる「基本構想」と

５年毎の「基本計画」、そしてそれに沿って毎年策定される「実施計画」により構成されている。 

村民を主役としつつ、職員・議員がとともに取り組むため策定されるもので、村行政として

は、村民への言わば「約束」であり、村民みんなの目標となるもの、他の個別の計画の指針と

もなる計画である。 

そのスローガンは、「みんなで創る元気な村、住み続けたい日吉津村」とされている。「みん

なで創る」は自治基本条例に掲げる村民参画を表す表現だと思うが、現在の総合計画は、スリ

ム化され漠然としており、中長期にわたるむらづくりの具体的な方向性を村民が理解し協力し

あうには、不十分だと感じている。 

その観点を踏まえ、以下の点について問う。 

① この度の計画の策定にあたり、村民の参画の場、及び参加人数はいかがであったか。 

（パブリックコメントの意見、ワークショップの意見、それらに対する回答や修正など、資料

提供いただきたい。） 

② 役場職員による、総合計画の振り返りや見直し、検討のプロセスはいかに。 

（とくに議論を尽くした課題について、資料提供いただきたい。） 

③ 総合計画に伴う今年度の「実施計画」は策定されたか。（今後の予定は） 

④ 今回の見直しにおいて、村民生活やむらづくりにおいて、もっとも大きく変わった点を、 

３点程度、示されたい。 

⑤ そもそも、本村のむらづくりにおいて、他にない利点や一方不利な点を、村長はどう感じて

いるか。 

村長 
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 一 般 質 問 通 告 書  

６．長谷川康弘議員（４番）                                  (通告予定時間 ３０ 分  ) 

質 問 事 項 
要     旨 

（具体的に記入してください。） 
答 弁 

①ひえづ村づくり公社の状況

は 

 海浜運動公園の指定管理者、日吉津マルシェの開店など、株式会社ひえづ村づくり公社は村

の認知度を高めるために尽力されている。海浜運動公園、マルシェとも始まったばかりではあ

るが、現在の状況を伺う。 

マルシェに関しては短期間ではあるが売上げは順調か。 

 当公社は村の特産品の開発・販売もしており、昨年は「夏香鮎」を開発しているがその後新

しい商品は出来ているか。また、これらはふるさと納税の返礼品にもなると思うが、関連して

今年度のふるさと納税の寄附額はどうなると予測しているか伺う。 

村長 
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一 般 質 問 通 告 書  

７．河中博子議員（７番）                                  (通告予定時間 ３０ 分  ) 

質 問 事 項 
要     旨 

（具体的に記入してください。） 
答 弁 

①福祉の村ひえづで笑顔づく

りを 

 子育て支援は継続して取り組まれているが、高齢者や身体的弱者に対する施策が全く語られ

ていない。高齢者や身体的弱者を大切にしない自治体に、未来は期待できないのではないか。 

 村の地域福祉の拠点として、これまで手厚い住民サービスを実施してきた社会福祉協議会が、

最近その役割を十分発揮できていない。そのため、高齢者や身体的弱者の居場所や活動の場が

狭くなった。 

 村づくりの指針である「総合計画」にさえ、子育て支援はあっても、高齢者支援という文字

はどこにも書かれていない。「人のえがおづくりができる村」、「住み続けたいむらづくり」など

文字面（づら）を見れば、福祉施策が充実し活力ある村づくりが進められているように見える

が、実態はそうなっていないのではないか。 

 元気で住み慣れた日吉津村で、楽しく生き生きと自分らしく生きたい。それが高齢者の願望

であることは言うまでもない。そのための施策、気軽に寄り合える居場所作り、健康維持、日

中一人住まいになる高齢者への不安解除等、以前掲げていた「福祉の村づくり」を文字通り実

現し、本当の意味での笑顔づくりをするために行政は何をすべきか、今改めてその姿勢を問う。 

 

（尚、議案書の内容によっては、関連して質問をする場合もあるので念のため）。 

村長 
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一 般 質 問 通 告 書  

８．江田加代議員（３番）                                  (通告予定時間 ３０ 分  ) 

質 問 事 項 
要     旨 

（具体的に記入してください。） 
答 弁 

①居宅介護事業所に支援を  介護を必要とする人が住み慣れた自宅で暮らし続けるためには訪問介護をはじめとする居宅

介護サービスの安定供給が必要であると考える。しかし、介護保険制度がスタートして以降、

サービスの削減が繰り返し行われてきた。 

特に訪問介護は、2024年の基本報酬の 2～3％引き下げ以降、全国の訪問介護事業所が経営難

に陥り、倒産や廃業が広がり、減収分を支援金として給付する自治体もある。 

現在、国では介護保険制度の見直しが進められている。 

・南部箕蚊屋広域連合副連合長として介護事業所へ支援をする考えはないか。 

・国に介護報酬の引き下げをしないよう提言していただくことを求める。 

村長 
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一 般 質 問 通 告 書  

９．橋井満義議員（８番）                                  (通告予定時間 ３０ 分  ) 

質 問 事 項 
要     旨 

（具体的に記入してください。） 
答 弁 

①旧うなばら荘の再開はいつ

か 

 村民の方々からいつオープンなのか、だいじょうぶか。と不安の声をいただく。去る 5月 19

日には総務経済常任委員会で現地調査を行ったところである。 

 しかし、現実的なオープン日時の回答に至るまでとはならなかった。この状況から次の点に

答弁を求めたい。 

①4月 19日のヴィレステに於ける住民説明会の目的と趣旨及び内容を村民に対してどう行政側

は受け止めたか。 

②具体的な事業再開はいつか。認識の程を説明 

③バイオマス発電をうたった会社の説明もあったが、生ゴミの利用は理解したがその回収・収

集については、理解に苦しむ部分もあり、補助金利用の弁には誰が主体なのかわからない。

村はどう理解しているか。 

④バイオマス施設の建設予定地はどこに設けるのか。臭気対策はどうか。 

⑤この再開については幾度となく延長された経緯があり、信用関係に疑念が残る。当社の信用

調査等の実状はどうしているか。 

村長 

②海浜公園の事業発注の実態

は 

計画図面や工事費積算も無いままスタートした感がある。実状を報告されたい。 村長 

 


